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問 

　
４
月
か
ら
消
費
税
が
８
％
に

増
税
さ
れ
、基
本
物
資
の
米
飯
、

パ
ン
、
牛
乳
の
価
格
上
昇
に
よ

る
副
食
費
及
び
お
か
ず
代
の
減

額
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
。ま
た
、

石
油
価
格
上
昇
を
機
運
と
す
る

給
食
食
材
価
格
の
上
昇
、
外
国

産
食
材
の
安
全
性
の
問
題
を
契

機
と
し
た
国
産
品
へ
の
転
換
な

ど
、
ま
す
ま
す
食
材
費
が
増
加

す
る
中
、
尋
ね
る
。

⑴　
本
市
の
消
費
税
増
税
、
食

材
費
高
騰
に
よ
る
対
策
と
し
て

現
在
の
状
況
及
び
今
後
の
動
向

を
尋
ね
る
。

⑵　

８
年
の
病
原
性
大
腸
菌

Ｏ
─
157
の
大
規
模
な
食
中
毒
事

故
は
学
校
給
食
で
起
こ
っ
て
い

る
。
そ
の
後
、
多
く
の
学
校
給

食
の
現
場
で
過
剰
な
殺
菌
や
生

野
菜
を
出
さ
な
い
な
ど
の
現
場

対
応
で
食
中
毒
防
止
を
最
優
先

し
た
給
食
づ
く
り
が
な
さ
れ
て

い
る
。

　
本
市
の
給
食
に
お
け
る
生
野

菜
、
サ
ラ
ダ
の
使
用
状
況
は
ど

う
か
。

⑶　
生
野
菜
、
サ
ラ
ダ
を
献
立

に
取
り
入
れ
る
の
が
現
実
的
に

難
し
い
の
で
あ
れ
ば
、
野
菜
本

来
の
味
、
形
状
、
生
態
な
ど
を

児
童
・
生
徒
に
ど
の
よ
う
に
学

ん
で
も
ら
う
の
か
。

  

答  

教
育
部
長

⑴　

21
年
度
に
、
輸
入
食
材
の

安
全
問
題
も
あ
り
、
食
材
は
で

き
る
だ
け
国
産
品
を
購
入
す
る

よ
う
変
更
し
た
と
き
、
ま
た
今

年
４
月
、
消
費
税
率
が
８
％
に

引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り

10
円
値
上
げ
し
た
。

⑵　

食
中
毒
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
、
大
量
の
食
材
を
扱
う
学
校

給
食
の
調
理
は
、
国
が
示
す
、

大
量
調
理
施
設
衛
生
管
理
マ

ニ
ュ
ア
ル
や
学
校
給
食
衛
生
管

理
基
準
に
沿
っ
て
、
調
理
作
業

工
程
や
調
理
作
業
手
順
ご
と
の

点
検
を
確
実
に
行
い
な
が
ら
仕

上
げ
て
い
る
。

　

生
野
菜
や
サ
ラ
ダ
な
ど
の
あ

え
も
の
は
、
給
食
で
出
す
こ
と

は
控
え
て
い
る
。
加
熱
調
理
品

で
は
不
足
し
が
ち
な
ビ
タ
ミ
ン

や
ミ
ネ
ラ
ル
補
給
に
は
、
毎

日
給
食
で
出
す
牛
乳
の
ほ
か
、

果
物
や
デ
ザ
ー
ト
で
補
っ
て

い
る
。

⑶　

各
小
学
校
で
は
、
生
活
科

の
授
業
や
総
合
学
習
な
ど
の
学

校
行
事
の
勤
労
生
産
活
動
で
野

菜
の
栽
培
を
行
っ
た
り
、
校
外

学
習
で
地
元
農
家
の
野
菜
づ
く

り
の
見
学
を
し
、野
菜
の
形
状
、

生
態
な
ど
の
学
習
を
し
た
り
し

給
食
に
生
野
菜
を
取
り
入
れ
、
安
心
・
安
全
な

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
給
食
の
提
供
を

て
い
る
。

  

問 

　

消
防
団
は
、
通
常
は
一
般
市

民
と
し
て
本
業
の
あ
る
消
防
団

員
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
団
員
数
の
減
少
と
平
均
年
齢

の
上
昇
は
現
在
大
き
な
問
題
で

あ
り
、
消
防
庁
は
、
団
員
増
加

と
若
者
の
入
団
促
進
を
必
要
と

し
て
い
る
。
団
員
が
消
防
活
動

に
参
加
し
や
す
い
環
境
を
つ

く
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
、
尋
ね
る
。

⑴　
本
市
の
消
防
団
は
団
員
不

足
に
な
っ
て
い
な
い
か
。

⑵　
大
規
模
な
災
害
時
は
、
常

備
の
消
防
職
員
だ
け
で
は
対
応

し
切
れ
な
い
膨
大
な
緊
急
の

ニ
ー
ズ
を
補
充
で
き
、
あ
ら
ゆ

る
事
案
に
応
え
ら
れ
る
の
は

消
防
団
で
あ
り
、
消
防
団
員

で
あ
る
。

　
地
域
防
災
計
画
に
お
け
る
大

災
害
時
の
消
防
団
の
立
ち
位

置
、
役
割
を
ど
う
考
え
て
い

る
か
。

⑶　
22
年
度
に
消
防
団
の
統
廃

合
が
実
施
さ
れ
、
旧
十
四
山
村

政
風
会

 
三
浦 

義
光 

議
員

の
４
分
団
が
廃
止
に
な
っ
て
い

る
が
、
市
民
に
と
っ
て
必
要
な

機
能
を
備
え
た
跡
地
利
用
を
望

む
が
、
市
の
考
え
を
尋
ね
る
。

  

答 

総
務
部
長

⑴　

市
の
消
防
団
の
定
員
数
は

372
人
で
、
25
年
度
は
325
人
が
所

属
し
て
お
り
、
団
員
不
足
が
現

状
で
あ
る
。

　

対
策
と
し
て
、
近
鉄
弥
富
駅

や
春
ま
つ
り
等
で
消
防
団
員
の

Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
う
な
ど
、
団
員

の
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

⑵　

海
部
南
部
消
防
組
合
と
協

力
し
て
消
火
活
動
や
救
助
活

動
、
負
傷
者
の
救
護
及
び
安
全

な
場
所
へ
の
搬
送
を
行
う
な

ど
、
各
地
域
で
の
消
火
活
動
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

災
害
時
は
も
と
よ
り
、
平
常

時
か
ら
市
の
防
災
活
動
の
重
大

な
役
割
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て

い
る
。

⑶　

今
後
に
つ
い
て
は
、
要
望

が
あ
れ
ば
、
旧
分
団
倉
庫
を
地

元
で
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
調
整
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

食
中
毒
を
防
ぐ
た
め

野
菜
は
加
熱
処
理
し
て
い
る

消
防
団
員
が
活
動
に
参
加

し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を

Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
、
団
員

確
保
に
取
り
組
ん
で
い
く




